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☆公益事業であります教育振興事業は、全教職員を対象に、

「公募申請」「選考」「結果の公表」「成果の報告」の 4つ

の過程を踏み事業を展開しています。

【協力】

イラスト画：濱井　理先生（富山県教職員）

題　　　字：青山拓也先生（富山県教職員）

令和 5年 4月吉日

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部

　教職員の皆さま方には、日頃から大変お世話になり、ありがとうございます。

　今年度も、日本教育公務員弘済会富山支部では、教育振興事業の応募がしやすく

なるよう 弘済会とやま『教育振興事業のご案内』 を作成しましたのでお届けします。

まずは手に取ってご覧いただき、その後お手元に置いてご活用いただければ幸いです。

　さて、本年度から新しくなった表紙について説明します。表紙に描かれているイ

ラスト画は、小学校、中学校、高等学校へと夢や希望を追い求めて、健やかに成長

していく子どもたちの様子を表しています。

　子どもはどの子も等しく、ぎゅっと手を握りしめて生まれてきます。そして、そ

の握りしめられた手の中には、将来の夢や希望が抱かれているのですが、手のひら

を広げた瞬間にその夢や希望は見えなくなってしまうそうです。

　子どもたちは先生や友だちと出会い、先生の教えのもと、友だちとの学びを大切

にしながら、自ら目標をもって努力したり新しいことに果敢にチャレンジしたりす

ることで、自分が生まれたときに握りしめていたはずの夢や希望を追い求めていき

ます。才能や個性を伸ばしながら歩み続ける子どもたちの姿なのです。

　また、柔らかな題字の　弘済会とやま　は、“ぬくもり”のある教育を子どもたち

と共に創りあげておられる“とやま”の先生方に、少しでも弘済会の事業が役立つ

ことができればありがたいという、私たち弘済会富山支部の想いを込めたものです。

　夢ひろがる子どもたちのために、今後とも、教職員の皆さまに末永くご愛顧いた

だける事業を展開してまいりますので、変わらぬご支援とご協力をよろしくお願い

いたします。

はじめに
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選考について

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部

1 選考方法

(1) 日教弘富山支部教育振興事業選考委員会の選考後、富山支部幹事会の議を経て

支部長が対象団体(者)を決定します。

(2) 結果は文書で各種団体(者)に連絡します。なお、選考の理由に関わる問合わせ

には回答しません。

2 「経営改善助成」「課題研究助成」の選考基準

(1) 現代の教育課題を適切に取り上げているか。

(2) 教育課程上適切に位置付けられ、授業の改善に資するものとなっているか。

(3) 園児・児童・生徒の主体的な変容・発達の姿が見られるか。

(4) 理論と実践が一体となった研究であるか。

(5) その研究内容は価値が高く、他の学校でも活用できるか。

3 「教育団体研究助成」の選考基準

(1) 事業の公益性・社会性 申請事業が、十分な公益性・社会性を有したもので

あるか。

(2) 事業の適正性 申請事業が、助成の趣旨と合致しているか。

事業予算の設定が過大なものでないか。

(3) 事業の必要性 課題、ニーズを的確に把握しているか。

(4) 事業の実現性 申請事業の実施方法は適切で、実現可能な計画が立

てられているか。

4 「教育研究大会助成」「教育助成」「現職研修助成」「文化振興助成」の留意事項

(1) 各事業の助成要件を確認の上、申請してください。

(2) 申請者(共同者を含む)の人件費、飲食費は助成しません。

5 「奨学事業」の留意事項

(1) 奨学生募集要項(貸与・給付)を確認の上応募してください。

(2) 奨学金貸与希望者に対しては、当支部にて説明の上直接必要書類を渡します。

本人又は保護者の方がお越しください。

助成の対象にならないもの 助成対象外とする費用

1 営利目的又は営利につながる可能性の大きいもの

2 他の機関からの委託によるもの

3 既に終了しているもの

4 自己の財源によりできるもの

1 申請者本人の人件費等

2 汎用性のある機器等の購入費

3 懇親会等の飲食費

4 直接関係がない物品等
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よつば先生
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令和 5年度 教育団体研究助成要項

　教育団体研究助成は、教育の振興に寄与すると認められる団体の特に有益な研究・

活動に対し助成を行う事業です。

1. 主催　　　　公益財団法人　日本教育公務員弘済会　富山支部

2. 助成要件

(1) 助成の趣旨

　富山県の園長会、校長会、教頭会、教育研究会等の団体が令和 5 年度に行う、

有益な研究・活動を対象とした助成を通して学校教育の向上発展に寄与します。

(2) 応募対象

　　教育関係団体及び教育研究団体

①　応募者が計画の推進に責任を持ち、助成金の管理及び報告を行うことを条

件とします。

②　1年間 (4 月 1 日から 3月 31 日 ) で完了する研究・活動等とします。

(3) 応募期間　令和 5年 4月 3日 (月 )～令和 5年 5月 31 日 ( 水 )

(4) 助成金額　�各団体からの申請に対し事業規模等を考慮し、30 万円以内の助成を

行います。

(5) スケジュール

　　　  	令和 5年 6月下旬　　教育振興事業選考委員会で選考を行います。

　　　  　　　 	 7 月上旬　　採否の結果を通知します。

　　　  　　　	 10 月下旬　　贈呈 (表彰 )式を開催します。

　　　  	 11 月中旬　　会報「教弘とやま」に助成一覧を掲載します。

3. 申請について

(1) 「教育団体研究助成申請書」と「団体の会則」及び「役員名簿」、「前年度の

会計報告書」等の資料を添えて申請してください。

(2) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。

(3) 適正に取得した個人情報を当会の教育振興事業の運営のために利用します。

4．選考基準について

　　2ページにある「選考について」の選考基準により、選考を行います。

5．報告について

(1) 研究・活動等の終了後に経過・結果等に関する報告を提出してください。

(2) 領収書 ( コピー可 ) も必ず添付してください。尚、領収書は助成額以上となる

ようお願いします。

(3) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。また、成

果資料等があれば添付してください。

6．報告の提出日　令和 6年 2月 29 日 ( 木 ) までに提出してください。

7．送付先（問い合わせ先）	〒 939-8084 富山市西中野町1 − 1 − 18 オフィス西中野内

　　　　　　　　	 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 ℡（076)464-3703

（2023.4）
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様式－教育団体研究助成

 年  月  日
公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

申請者 

〒 

所在地 

団体名 

    ℡ （   ）   － 

代表者 

職 名 

氏 名 印

教育団体研究助成申請書

下記のような研究活動を実施するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙 

計画資料を添えて申請いたします。 

記 

１．活動趣旨（概要）　 

２．組織概要 

   構成職種 

   構成人員 

   他団体との連携 

３．申請金額 

４．主な内訳

５．添付書類 

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

職印

※飲食費等は助成の対象になりません。詳しくは2ページ参照

（2023.4）
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様式－教育団体研究助成

 年  月  日
公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

申請者 

〒 

所在地 

団体名 

    ℡ （   ）   － 

代表者 

職 名 

氏 名 印

教育団体研究助成申請書

下記のような研究活動を実施するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙 

計画資料を添えて申請いたします。 

記 

１．活動趣旨（概要）　 

２．組織概要 

   構成職種 

   構成人員 

   他団体との連携 

３．申請金額 

４．主な内訳

５．添付書類 

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

職印

※飲食費等は助成の対象になりません。詳しくは2ページ参照

記入例－教育団体研究助成

930-△△△△

富山市〇〇町－△△

 076 △△△－ △△△△

会長

魚津 一郎

富山県〇〇教育の振興及び研修……資質向上を図る。

富山県小・中学校長

△△△名

富山県〇〇会、東海・北陸地区〇〇会 

△△△円 

会誌作成　△△△円 

※総会資料、全体研修資料等（事業計画・収支予算が明記されているもの） 
尚、現時点で未作成の場合は、前年度のものを提出してください。 

（2023.4）
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様式－教育団体研究助成 

教育団体研究助成報告書 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

所在地 

団体名 

   代表者 職

   連絡先（TEL）

　名 

                           氏　名                   □印  

下記のとおり領収書を添えて報告します。 

助 成 金 額 

活 動 期 間

                         

 

 

 

 

 

 

研究活動の 

概   要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 成 金 の 

使 途 明 細 

 

 

 

 

 

 

（計        円） ※飲食費等は助成の対象になりません。

（2023.4）

職印
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様式－教育団体研究助成 

教育団体研究助成報告書 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

所在地 

団体名 

   代表者 職

   連絡先（TEL）

　名 

                           氏　名                   □印  

下記のとおり領収書を添えて報告します。 

助 成 金 額 

活 動 期 間

                         

 

 

 

 

 

 

研究活動の 

概   要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 成 金 の 

使 途 明 細 

 

 

 

 

 

 

（計        円） ※飲食費等は助成の対象になりません。

（2023.4）

記入例－教育団体研究助成

富山市〇〇町－△△

富山県小学校長会

会長

魚津 一郎

△△△円 

令和5年4月1日～令和6年3月31日

1 研究主題 

　新たな知を拓き、人間性豊かな社会を築く、日本人の育成を目指す小学校教育の推進 

　̶主体的・共同的に学び、心豊かに未来を生き抜く児童を育成する学校経営̶ 

2 研修内容と成果 

　別紙 「令和5年度研究紀要」参照

・研究紀要の印刷製本費　△△△円 

　  △△△

〈添付書類〉 ・領収書（コピー可）別紙（A4用紙等）に貼付してください。 

           ・成果資料「研究大会のまとめ」等 

０７６ー○○○ー○○○○

職印
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令和4年度　教育振興奨励助成贈呈式から

令和4年10月26日　会場：高志会館

情報の窓Ⅰ

弘済会富山支部　支部長 青木 正邦
「式　辞」

教育振興事業選考委員会　委員長 神川 康子 様
「励ましのことば」

富山県教育委員会　教育次長 中㟢 健志 様
「励ましのことば」

富山県立新川みどり野高等学校　校長 高島 由順 様
「お礼のことば」

「教育団体研究助成」贈呈 「課題研究奨励賞」贈呈

しんめ君
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令和 5年度 教育研究大会助成要項

　教育研究大会助成は、本県を会場とする教育にかかる全国大会及びこれに準ずる

大会、また、文部科学省、県教委、市町村教委、幼・小・中・高校教育研究団体の

指定による大会、並びにこれに準ずると認められる大会の開催に当たり、その内容

と大会規模に応じて予算の範囲内で助成を行う事業です。

1. 主催　　　　公益財団法人　日本教育公務員弘済会 富山支部

2. 助成要件

(1) 助成の趣旨

　富山県の教育関係団体及び教育研究団体が令和 5 年度に行う、有益な研究大会

を対象とした助成を通して学校教育の向上発展に寄与します。

(2) 応募対象

　教育関係団体及び教育研究団体

①　応募者が計画の推進に責任を持ち、助成金の管理及び報告を行うことを条

件とします。

②　1年間 (4 月 1 日～ 3月 31 日 ) で完了する研究・活動等とします。

(3) 応募期間　令和 5年 4月 3日 (月)～令和 5年 5月 31 日 (水)

※選考委員会後に応募を希望される場合には、連絡をお願いします。

(4) 助成金額　�大会規模に応じて、3万円〜 5万円程度の助成を行います。

(5) スケジュール

　　　　令和 5年 6月下旬　教育振興事業選考委員会で選考を行います。

　　　　　　　　 7月上旬　採否の結果を通知し助成します。

　　　　　　　　11 月中旬　会報「教弘とやま」に助成一覧を掲載します。

3. 申請について

(1)「教育研究大会助成申請書」と「計画資料」を添えて申請してください。

(2) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。

(3) 適正に取得した個人情報を当会の教育振興事業の運営のために利用します。

4．選考基準について

　　2ページにある「選考について」の留意事項等により、選考を行います。

5．報告について

(1) 大会の終了後に経過・結果等に関する報告を提出してください。

(2) 領収書 ( コピー可 ) も必ず添付してください。尚、領収書は助成額以上となる

ようお願いします。

(3) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。また、成

果資料（「研究大会のまとめ」等 )があれば添付してください。

6．報告の提出日　大会終了後 2か月以内に提出してください。

7．送付先（問い合わせ先）	〒 939-8084 富山市西中野町1 − 1 − 18 オフィス西中野内

　　　　　　　　	 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 ℡（076)464-3703

（2023.4）
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様式－教育研究大会助成

年  月  日 
公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

申請者 〒 

所在地 

団体名 

    ℡ （   ）   － 

代表者 

職 名 

氏 名

教育研究大会助成申請書

下記のように研究大会を開催するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙 

「計画資料」を添えて申請いたします。 

記 

１．大 会 名 

２．開催期日 

３．主催者名 

４．後援者名 

５．参加者数  （     ）名   主催スタッフ（     ）名 

６．大会費用 

７．主な内訳

※飲食費等は助成の対象になりません。

８．計画資料（別紙） 

（2023.4）

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

職印
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様式－教育研究大会助成

年  月  日 
公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

申請者 〒 

所在地 

団体名 

    ℡ （   ）   － 

代表者 

職 名 

氏 名

教育研究大会助成申請書

下記のように研究大会を開催するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙 

「計画資料」を添えて申請いたします。 

記 

１．大 会 名 

２．開催期日 

３．主催者名 

４．後援者名 

５．参加者数  （     ）名   主催スタッフ（     ）名 

６．大会費用 

７．主な内訳

※飲食費等は助成の対象になりません。

８．計画資料（別紙） 

記入例－教育研究大会助成

滑川市〇〇町△-△

936-△△△△

○○教育〇〇協議会(〇〇小学校内) 
※諸団体で学校に事務局等がある場合は
学校名も記入してください。 076 △△△ △△△△

会長

※団体名の代表職名を記入（例：会長、実行委員長等）
※団体名が学校の場合は、校長としてください。

朝日 一郎 

第△△回〇〇教育〇〇研究大会

 △△年△年△日(木)～△日(金)

 〇〇教育〇〇協議会

〇〇〇〇会

△△△ △△

△△△円

会議費　〇〇〇円

※「大会案内」も添えてください。申請時に「大会案内」が出来上がってない場合は、   
作成後に提出してください。

※前年度実施の場合、参加者数がわかる資料等を添付してください。

（2023.4）

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

職印
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様式－教育研究大会助成 

教育研究大会助成報告書 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

所在地 

団体名 

連絡先（TEL）

   代表者 職　名 

                           氏　名                   □印  

下記のとおり領収書を添えて報告します。 

大 会 名 
 

大会開催日  

助 成 金 額                          

 

 

 

 

 

 

研究実践の 

概   要 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 成 金 の 

使 途 明 細 

 

 

 

 

（計        円） 

 

（2023.4）

職印
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様式－教育研究大会助成 

教育研究大会助成報告書 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

所在地 

団体名 

連絡先（TEL）

   代表者 職　名 

                           氏　名                   □印  

下記のとおり領収書を添えて報告します。 

大 会 名 
 

大会開催日  

助 成 金 額                          

 

 

 

 

 

 

研究実践の 

概   要 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 成 金 の 

使 途 明 細 

 

 

 

 

（計        円） 

 

記入例－教育研究大会助成 

 

〈添付書類〉 ・領収書（コピー可）別紙（A4 ⽤紙等）に貼付してください。 
            ・成果資料「研究⼤会のまとめ」等 

この様式は http://www.nikkyoko.or.jp/company/toyama からダウンロードできます。 

滑川市〇〇町△-△  
○○教育〇〇協議会(△△小学校内)  
会長  

      朝日 一郎     

 
第△△回〇〇教育〇〇研究大会 

△年△月△日(木)～△日(金) 

△△△円 

1. △月△日(木)  

・講演Ⅰ「         演 題            」 
・講師：〇〇 〇〇先生(〇〇大学教授) 

・協議内容 

   

 

2. △月△日(金) 

・選択講座Ⅰ「       講座名            」 
・選択講座Ⅱ「       講座名            」 
・講師：〇〇 〇〇先生(〇〇大学教授) 、〇〇 〇〇先生(〇〇大学教授) 

 

3. まとめ 

 

 
・講師謝金  △△△円 

・会場使用料 △△△円 

△△△ 

〈添付書類〉 ・領収書（コピー可）別紙（A4用紙等）に貼付してください。 

           ・成果資料「研究大会のまとめ」等 

０７６ー○○○ー○○○○

（2023.4）

職印
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令和5年度　経営改善助成要項

研究テーマをもって経営上の工夫・改善に取り組んでいる学校や個人(学年、教科、

部会等のグループを含む)に対して助成を行うことを通して学校教育の向上発展に寄与

します。

主催　　公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部

 応募概要

1．応募の流れ

・「経営改善助成（学校・個人）申請書」

・「経営改善助成申込書」
の提出

5/31〆切り 

・選考委員会で選考 6月下旬

・論文応募〆切り 令和6年2月29日 

・選考委員会で奨励決定 令和6年6月下旬

2. 応募部門
① 学校部門[学校、教育機関等の教育研究団体]

☆所属長(校長等)を対象

(内容） 

 学校経営等(特色ある学校づくり、教職員の資質向上、地域の教育資源の活用等)

  【例】 「地域に愛着と誇りをもち、主体的に行動する児童の育成」(小学校) 

「個に応じた支援体制の構築」(中学校) 

「人間関係力をもとにした確かな学力と進路意識の向上を目指して」(高校) 

「働く力を高める地域貢献活動の実践」(特別支援学校) 

『日教弘教育賞教育研究集録より』

 ② 個人部門[学校や教育機関等に勤務する個人(研究グループを含む)] 

☆所属長以外の教職員を対象 ※個人部門の申請には所属長の推薦が必要です。 

(内容） 

 個人(グループ)研究等(学年・学級経営、教材開発、生徒指導、特別支援教育等)

【例】 「児童の意欲を引き出す体育の授業を考える」(小学校) 

「いじめを生まない学級づくり」(中学校) 

「やってみたい」を形にして、生徒の主体的な学びを引き出す指導(高校) 

「知的障害児と指導者が共に参加できる余暇活動の在り方」(特別支援学校) 

「アクションカードを使った、教職員救急救命研修」(養護教諭) 

『日教弘教育賞教育研究集録より』

（2023.4）
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3．応募方法   

 ①各校につき、学校部門1件、個人部門(研究グループ含む)1件、合わせて2件まで応募で

　　きます。 

 ②5月31日必着で「経営改善助成申請書」と「経営改善助成申込書」を添付して応募して

ください。 

 ③教育振興事業選考委員会で助成を決定します。決定校(者)は、令和6年2月29日(木)まで

に論文(要旨1枚、本文A4・4枚8,000字余り)を提出してください。 

5．奨    励

【応  募】 学校部門(5万円)   個人部門(3万円)

4．選考基準 2ページにある「選考について」の選考基準により、選考を行います。

【表  彰】 学校部門と個人部門の区別なく奨励

最優秀賞(30万円)…………1編

        優秀賞(20万円)…………2編

        優良賞(10万円)…………3編

個人奨励賞(3万円)＊  ………5編程度

＊個人部門の応募論文の中で、最優秀、優秀、優良賞以外で優れている 

       論文を奨励します。 

6．そ の 他　●奨励金は10月下旬の贈呈式で贈ります。また、優秀な論文は2月発刊の

　　『実践報告集』に掲載します。

　●適正に取得した個人情報を当会の教育振興事業の運営のために利用します。

               

    送付先（問い合わせ先）

  〒 939-8084  富山西中野町 1 − 1 − 18　オフィス西中野内

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部

TEL:076-464-3703   FAX:076-464-9818

E-mail:toyama.2@nikkyoko.or.jp  

（2023.4）
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様式－経営改善助成 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長  様 

申請者  

         所属名  

職 名 

                              氏 名              □印  

 

経営改善助成（学校部門・個人部門）申請書 

下記のような研究テーマをもって経営上の工夫・改善に取り組みたく、「経営改善助成申込書」 

を添えて申請します。 

記 

研究テーマ 

 

 

〈個人部門〉のみ記入 

上記の申請者を、経営改善助成者に推薦いたします。 

所属名 
 

所属長                職印 

 

（2023.4）

職印（印）

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。
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様式－経営改善助成 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長  様 

申請者  

         所属名  

職 名 

                              氏 名              □印  

 

経営改善助成（学校部門・個人部門）申請書 

下記のような研究テーマをもって経営上の工夫・改善に取り組みたく、「経営改善助成申込書」 

を添えて申請します。 

記 

研究テーマ 

 

 

〈個人部門〉のみ記入 

上記の申請者を、経営改善助成者に推薦いたします。 

所属名 
 

所属長                職印 

 

記入例－経営改善助成 

 

 
         砺波市立〇〇中学校

 
 教諭（校長） 

 
  上市 二郎         

※「学校部門」は職印、「個人部門」は私印でお願いします。    

※「学校の実態を踏まえ、明日の教育を考える」という立場から応募者が具体的な 
研究テーマを決めて論文をまとめることとします。 

※「個人部門」の申請には所属長の推薦が必要です。 

 
砺波市立〇〇中学校  

校長 舟橋 一郎   

学年のよさを発揮し、共に高め合う学年づくり 

—〇〇を通して —  

※いずれかを　　で囲んでください。

（2023.4）

職印（印）

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。
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様式－経営改善助成 

経営改善助成申込書 
   年  月  日 

申 請 者 

（申請部門を○で囲ん

でください） 

 (団体名)    

(代表者名)              

 (所属名)   

(個人名又はグループ名)  

※グループの場合は代表者名          （メンバー  名） 
 

研究テーマ 

  

 

 

 
 
 

研究テーマ 

設定の理由 
 
 

 

 
 
 
テーマに基づく

研究実践の内容 

 
 

 

 

 
 
 

研究計画 

 
 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
  

 

学校部門 

個人部門 

（2023.4）

テーマに基づく

研究実践の内容
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様式－経営改善助成 

経営改善助成申込書 
   年  月  日 

申 請 者 

（申請部門を○で囲ん

でください） 

 (団体名)    

(代表者名)              

 (所属名)   

(個人名又はグループ名)  

※グループの場合は代表者名          （メンバー  名） 
 

研究テーマ 

  

 

 

 
 
 

研究テーマ 

設定の理由 
 
 

 

 
 
 
テーマに基づく

研究実践の内容 

 
 

 

 

 
 
 

研究計画 

 
 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
  

 

学校部門 

個人部門 

記入例－経営改善助成 

    

              

  砺波市立〇〇中学校 

上市 二郎 

学年のよさを発揮し、共に高め合う学年づくり  

̶〇〇を通して̶ ※「経営改善申請書」の研究テーマと一致させる。 

・学年主任としてリーダーシップを発揮し、可能性を広げようとする…… 
 

※理由・問題意識等 

・課題を明確にする……   

・教師の連携……  

・学年経営の改善……  
 

※仮説設定及び本研究で取り組もうとしていること。

 

※助成の対象にならないもの
　・公的機関、研究会、市販の図書・教育誌等に既に発表した内容のもの。
　・他団体に応募（推薦含む）ずみの内容のもの。
　・本助成応募後、選考中に発表したもの及び他団体に応募（推薦含む）した内容
　　のもの。

 

 

 

 
 
  

（2023.4）

テーマに基づく

研究実践の内容
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経営改善助成（論文）の書き方  

 

1 論文の提出締切日  

  2 論文の作成について 

  論文の作成は、原則として一太郎又はワード等を使用してください。 

  指定の原稿用紙はありません。下記のとおり設定の上、論文等を提出してください。 

   ア 要旨（別紙ア参照）本部「日教弘教育賞」様式に準じます。 

様式は 48 字×43 行×1 段組×A4 判ページ横書き（フォントサイズ10.5）とします。 

       執筆者の氏名・所属学校・役職・研究主題・研究の要旨等をまとめてください。 

  イ 本文（別紙イ参照）本部「日教弘教育賞」様式に準じます。 

       様式は 24 字×43 行×2 段組×A4 判 4 ページ横書き（フォントサイズ10.5）とします。 

図表・写真等の資料を掲載する場合は A4 判 1 ページ程度以内の分量に収めてください。 

   ※ 要旨を必ず付けてください。 

(ア・イをセットにし、ホチキス止めしたものを 8 部提出ください) 

3 論文の書き方 

 (1)論文は横書きとします。 

 (2)文字は常用漢字、新かなづかいを使用してください。 

 (3)本文 1 ページ目の 6 行分(段組み左右)を用いて下記のとおり印字してください。 

※学校名・団体名・グループ名及び役職・氏名の欄には下記のとおりお書きください。 

  ①学校の場合は、学校名及び校長名 

  ②グループの場合は、グループ名及びその代表者役職・氏名 

 (4)小見出しや文章の書き出しの前は、ひとマスあけてください。 

   (レイアウト等については『実践報告集』を参考にしてください。）  

 (5)写真・図表等の留意点 

掲載する写真・図表は、『実践報告集』作成時に図表等が見にくくならないようにご配慮下さい。

論文内に貼り付け、またはデジタルカメラで取り込んで完成したものにしてください。 

また、審査終了後、電子データにて論文の提出をお願いする場合があります。 

4 論文提出後のことについて 

   (1)優秀論文は印刷製本のうえ、助成記録として保存します。 

   (2)助成校・助成者に一部ずつ贈呈します。 

   (3)各学校・県市町村教委・関係機関へ贈呈配布します。 

 

 

令和 6年 2月 29 日（木）
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ア
経営改善助成 ア：要旨 様式例① 

[01]1. 所属校 
[02]○○市立○○中学校  
[03]  
[04]2. 役職 
[05]校長 
[06]  

[07]3. 氏名 
[08]日教 弘 
[09] 

[10]4. 研究主題 
[11]○○○○○○について 
[12] 

[13]5. 研究副題 
[14]○○中学校の 1 年間を通して 
[15] 

[16]6. 研究の要旨 
[17]本研究は、私が勤務する○○中学校において…………（以下略） 
[18] 

[19] 

[20] 
[21] 

[22] 

[23] 

[24] 

[25] 

[26] 

[27] 

[28] 

[29] 

[30] 

[31] 

[32] 

[33] 

[34] 

[35] 

[36] 

[37] 

[38] 

[39] 

[40] 

[41] 

[42] 

[43]←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←48字→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→ 

※ 48 字×43 行×1 段組 A4 判 1 ページ 
（フォントサイズ10.5）で作成してください。 
※ 「6.研究の要旨」は、文字数制限は設けて

おりません。スペースに収まる範囲で自由にご

記入ください。 
※ こちらは見本のため、文字数・行数を記載

していますが、実際の要旨には不要です。 

 

（2023.4）
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[01] 

[02]                   ○○○○○○について（研究主題） 

[03]                 ― ○○中学校の1年間を通して ―（副題） 

[04] 

[05]                                 （学校名） ○○市立○○中学校 

[06]                                 （役職・職名）  校長  日 教  弘 

[07]                      （1行余白） 

[08]（以下、1行24字（全角の場合）で本文を記入） 
[09] 

[10] 

[11] 

[12] 

[13] 

[14] 

[15]ああああああああああああああああああああああ  

[16]ああああああああああああああああああああああ 

[17] 

[18] 

[19] 

[20]  

[21] 

[22]ああああああああああああああああああああああ 

[23]ああああああああああああああああああああああ 

[24] 

[25] 

[26] 

[27] 

[28] 

[29] 

[30] 

[31] 

[32] 

[33] 

[34] 

[35] 

[36] 

[37] 

[38] 

[39] 

[40] 

[41] 

[42] 

[43]←←←←←←←←←24字→→→→→→→→→→ 

[08] 

[09] 

[10] 

[11] 

[12] 

[13] 

[14] 

[15] 

[16] 

[17] 

[18] 

[19] 

[20] 

[21] 

[22] 

[23] 

[24] 

[25] 

[26] 

[27] 

[28] 

[29] 

[30] 

[31] 

[32] 

[33] 

[34] 

[35] 

[36] 

[37] 

[38] 

[39] 

[40] 

[41] 

[42] 

[43] ←←←←←←←←←24字→→→→→→→→→→ 

経営改善助成 イ：本文 様式例① 

※ 線は入れても入れなくても

どちらでも結構です。 

※ これは、「学校」で応募した場合の記入例です。

個人またはグループで応募する場合は、下記の内容

を記入してください。 
● 個人   … 所属学校名・役職・氏名 
● グループ … グループ名・代表者役職・氏名 

※ 写真・図表等の資料を入れる場合は、このよ

うに論文の中に挿入してください。 
なお、論文量は本文と写真・図表等の資料を

含めて4枚に収めてください。 

※ 24字×43行×2段組 A4判 4ページ

（フォントサイズ10.5 数字アルファベットは半
角）で作成してください。

 

※ こちらは見本のため、文字数・行数を記

載していますが、実際の論文には不要です。

イ 

  
（2023.4）
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1. 所属校 
富山県立新川みどり野高等学校 
 
2. 役職 
校長 
 
3. 氏名 
高島 由順 
 
4. 研究主題 
生徒個々の実態に即した支援（指導）体制の構築を目指して 
 
5. 研究副題 
（なし） 
 
6. 研究の要旨 

本研究は、富山県立新川みどり野高等学校（以下、本校）において、卒業後の就労を見据えた生徒の支援

や指導内容について、さらなる支援（指導）体制の充実が必要であると強く感じたことにより取り組むこと

とした。 

本校の就労に向けた取り組みは、これまで基本的には進路指導部が担い、発達障害を抱えるなど一般就労

が困難な生徒については保健厚生部（教育相談）が連携協力して行ってきている。進路指導部は卒業年次の

半年間、「進路研究」の授業の中で、進路選択や面接練習など進路に関わる様々な分野における指導を、必

要に応じて外部講師も招きながら計画的に実施しており、進学や就職等の受験が近くなるにつれて授業以外

でも多くの時間を使って個別指導を実施している。保健厚生部については、日頃の学校生活上の問題解決を

目指した支援や、若干名の生徒を対象にした週 2時間の SST（ソーシャル・スキル・トレーニング）等を目

的とする通級指導や、卒業後に就労支援センターへ繋げるための準備を行ってきた。 

本校の生徒について、中学校時に不登校を経験していた、学力が著しく低い、発達障害を抱えているなど、

抱えている困難は多岐にわたっているケースが見られる。特に発達障害を抱えた生徒は近年増加傾向にあり、

発達障害の内容も様々である。こうした生徒については、目安として入学後の半年間は実態把握の期間とし、

その後、担任や年次、保健厚生部、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等で連携し、「個

別の教育支援計画」や「個別の指導計画」を作成して支援体制を構築している。また、定期的にケース会議

を実施し、関係職員が情報共有しながら新たな支援方針を提案したり、必要に応じて関係医療機関と連携し

たりしながら対応を進めている。しかし本校の生徒の実態は、前述のとおり多岐にわたっているうえ、近年

は特に生徒自身の自己理解が進んでいないために適切な進路選択ができなかったり、就職した生徒の離職率

が高かったりするのが現実である。 

こうした実態を踏まえて、新たな支援策として、進路指導部や保健厚生部だけでなく1年次の段階から卒

業年次までを通して、学校全体として体系的な支援体制の構築が求められている。そのためには、まず現在

の取り組みについて、その有効性を改めて詳しく検証するところから始め、現状の問題点及び改善点を洗い

出さなければならない。その検証結果に基づいて、具体的な支援（指導）体制の構築の端緒を見出すことが

本研究のねらいである。 

 
経営改善助成論文例 

 
 

1. 所属校 

富山市立新庄北小学校 
 
2. 役職 
校長 
 
3. 氏名 
相川 仁 
 
4. 研究主題 
授業力の向上で学校の教育力を高める 
 
5. 研究副題 
教師集団の力を生かした実行力ある研究推進 
 
6. 研究の要旨 
(1) はじめに   
  大量退職大量採用時代を迎えて数年。本校の教員の平均年齢は若く、教員の年齢差や、経験年数差、本

校での勤務年数差等があり、学級経営や授業力で気にかかる面が見られる状況にあった。「学校の質は、

授業の質を超えることはない」とすれば、授業力の向上こそが学校の教育力を高めることにつながる。今

こそ、教師集団の力を生かして、実行力のある研究推進を行うことが喫緊の課題であると考え、実践研究

を行うこととした。 
(2) 研究の視点（組織力を生かして目標を実現するために） 
 ①定例全体研修会での研修課題の確認 
 ②機動力を生かした成果の上がる部会研修 
 ③育てたい子供の姿を全体で共有 
(3) 研究内容（課題解明のための具体的な取組） 
 ①定例全体研修会での研修課題の確認 
  ア 全体研修のための時間の確保を工夫することで想定以上の成果が生まれた。 
  イ 研修課題を具体化するための研修テーマとキーワードが、ベクトルをそろえることにつながった。 
  ウ 全員の日々の授業実践のよさを子供の姿で共有することで、「早速実践！」につながった。 
  エ 全員授業で問題点を共有することが、一人一人に自分事の研修として位置付いた。 
 ②機動力を生かした成果の上がる部会研修 
  ア 研修部会を学年中心部会で運営することで、学び合う教師集団へと変化していった。 
  イ 研修カレンダーの活用が、スムーズな公開授業実践につながり、授業研究の成果を上げた。 
  ウ 合同部会での授業づくり研修が、部会運営の活性化につながった。 
 ③育てたい子供の姿を全体で共有 
  ア 目指す子供像を全校で共有する機会を設けたことで、学校の学びの方向性を確認することができた。 
(4) 研究のまとめ（学校の教育力向上を目指した成果と課題） 
 ① 授業力の向上は、学校の教育力向上につながった。これからも「問いと学習内容の関係」「聴き合い学

び合う子供の育成」などについて研鑽を積んでいきたい。 
 ② 教師一人一人の成長に、感心することが多くあった。毎年人事異動が繰り返される中、授業力向上を

目指して継続的に挑戦し続けるよう、さらに工夫を図っていきたい。 
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⽣徒個々の実態に即した⽀援（指導）体制の構築を⽬指して 
 
 
  富⼭県⽴新川みどり野⾼等学校 
  校 ⻑ ⾼ 島 由 順 

 

1 はじめに 
本校は、昼間 I 部・昼間 II 部・夜間の 3 部制及び前

期・後期の 2 期制をとり、普通科と福祉教養科からな
る定時制単位制⾼校である。全校⽣徒は 113 ⼈で、男
⼥⽐及び卒業後の進学・就職は概ね半々である。本校に
在籍する⽣徒のうち、不登校経験や発達障害を抱える
割合が近年顕著な増加傾向を⽰しており、学校全体と
して⽣徒個々の実態に即した組織的な⽀援（指導）体制
の構築が課題となっている。平成30 年度から開始され
た通級指導については、本年度から専任の通級指導員
が配置され、きめ細かい指導が⾏われているが、通級対
象⽣徒以外にも困難を抱える⽣徒は多数在籍している。 

近年、特に問題となっているのは、就職した本校卒業
⽣の職場への定着度である。⾼卒で就職した⽣徒の離
職率について、富⼭県の平均が 20%（就職後 3 年以内
の数値〜富⼭県キャリア⽀援教育アドバイザーの調査
による）であるのに対し、本校の卒業⽣は就職後 3 年
以内で 32.3%、就職後 5 年以内では 42.6%（本校進路
指導部の調査による）と⾼い数値を⽰している。 

本校⽣徒の就業状況について、就職先企業等から本
校進路指導部に報告のあった内容を踏まえると、 
・少⼈数集団での学校⽣活に慣れているため、⼀般的な

集団⽣活での経験不⾜が⾒られることがある 
・対⼈関係の構築スキルが乏しい⽣徒の割合が⽐較的

⼤きい 
・社会⼈として働く上での基本的なスキル（例えば無断

で遅刻しないなど）が⽋如しているケースがある 
といった本校⽣徒の実情が、離職率の⾼さに影響を及
ぼしている可能性も⼗分考えられる。 

 
2 研究主題 

本校ではこれまでに、⽣徒の抱える個々の課題の把
握、卒業後「働く社会⼈」として必要な基本的スキルの
定着、体験活動の充実等に取り組んできた。本研究に取
り組むに当たって、まずは、これまでの⽀援内容につい

て効果を改めて検証し、有効な内容の充実を図りなが
ら、⼀⽅で課題を明確化しなければならない。検証結果
を踏まえて、⽣徒個々の実態に即した⽀援（指導）体制
の構築をどのように⽬指すべきかについて考察し、改
善の端緒とすることが本研究の主題である。 

 
3 これまでの取組の概要 

昨年度及び本年度にかけて、本校の⽣徒⽀援（指導）
に対する取組の概要は、以下の通りである。 
3.1 ⽣徒の実態把握と情報共有及び研修 

前述の通り、本校の⽣徒の実態は、不登校（中学校以
前の経験含む）、低学⼒、発達障害を抱えている等広範
に及び、その⽀援（指導）内容も多岐に渡る。こうした
状況に対応するためには、⽣徒の正確な実態把握と教
職員の共通理解が重要である。そこで、以下の①と②に
取り組んだ。 
① 特別⽀援対象⽣徒の「個別の教育⽀援計画」と「個

別の指導計画」に関する様式及び情報共有の改善 
② 教職員全員を対象にした研修会や共通理解の場を

多く設定 
①に関して、「個別の教育⽀援計画」については県統

⼀書式を使⽤しているが、「個別の指導計画」について
は、当該⽣徒に関わる全ての教職員で活⽤⽅法を⾒据
えて検討した本校独⾃の様式を作成し使⽤してきた。
担任・年次主任・授業担当者・ホームルーム活動担当者・
スクールカウンセラー・通級担当者等は、対象⽣徒の活
動内容に即した指導計画並びにその成果や課題を、学
期毎に意⾒交換し記録している。 

昨年度は、⽣徒の個⼈情報を整理し、実態把握の際の
効率化を図った。本校はこれまで、保健室・年次・担任・
保健厚⽣部など、それぞれが関係する情報を個々に保
管してきたが、それらの情報を統⼀した様式で電⼦デ
ータ化し、教職員が共有しやすくなるように改善した。
データは、「個別の教育⽀援計画」、「個別の指導計画」、
「（中学校時の）個別の教育⽀援計画」、「服薬状況」、「カ
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ウンセリング記録」、「健康⾯における配慮事項」、「ケー
ス会議記録」、「個別の実態把握表（学習⾯・⾏動⾯・対
⼈関係・進路希望）」、「プロフィールカード（⼊学時に
調査する⼼と⾝体の状況）」等である。これにより、⽀
援（指導）に結びつく情報を、必要とする教職員がすぐ
に知ることができるようになった。また、貴重な情報が
活⽤されないまま埋もれてしまうことが顕著に減少し、
教職員の業務の短縮化にも繋がった。 

②について、本校では特別⽀援に関する知識や⽀援
⽅法に不安を抱える教職員が多かったため、全教職員
を対象にした研修会等を多く設けた。以下は、昨年度か
ら本年度にかけて実施した研修会等の⼀部である。 
・『今年度のケース会議の実施⽅法について』（保健厚⽣

部） 
・『「個別の教育⽀援計画」「個別の指導計画」の記⼊⽅

法について』（保健厚⽣部） 
・『今年度の特別⽀援対象⽣徒について〜実態把握と⽀

援内容、共通理解事項の確認等』（保健厚⽣部） 
・『合理的配慮について』（外部講師） 
・『発達障害の理解』（本校スクールソーシャルワーカー） 
・『特別な⽀援を必要とする⽣徒の就労⽀援について』

（通級担当者） 
・『発達障害を抱える⽣徒の社会的コミュニケーション

の問題と困難』（外部講師） 
このように、研修機会が充実するにつれ、教職員全体

の情報共有も円滑になった。その結果、特別⽀援教育に
関する教職員の意識が⾼まるとともに、ある⽣徒の学
⼒や不登校の原因に発達障害が関係しているのかとい
った議論や、ある⽣徒の⽀援で可能な合理的配慮につ
いてなどの情報交換が、職員室内で⽇常的に⾏われる
ようになりつつある。 
3.2 ⽣徒が⾃分の実態を把握する取組 

本校の⽣徒は、集団⽣活におけるさまざまな経験が
不⾜している等の理由により、⾃分の能⼒を客観的に
把握できない傾向が⾒られる。このような状況では、教
職員やスクールカウンセラーなどから指導を受けても
何のための指導なのか理解できず、効果も減少してし
まうと考えられる。そのため、実態把握の場⾯では、教
職員だけでなく⽣徒⾃⾝が⾃分の実態を客観的に捉え
る必要がある。⾃⼰理解の低さを⽣徒⾃⾝が客観視し
⾒つめ直す取組として、本年度「みどり野ライフスキル
チェック」を試験的に作成した。このチェックは、「⽣

活リズムと規律」、「⾃⼰信頼とセルフケア」、「対⼈関
係」、「問題解決」、「感情対処」、「⽬標設定と⾃⼰成⻑」
などの分野における全30 項⽬で構成され、本校のスク
ールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー・通級
担当者等の意⾒を取り⼊れた。項⽬は難易度順にステ
ップ１からステップ 3 までの 3 段階とし、卒業時まで
に全てのスキルを習得することで、ようやく社会⼈と
して必要なライフスキルが整う事に繋がっていくよう
構成されている。 

本年度は⽣徒１⼈ 1 台タブレット端末が配備された
こともあり、⽣徒がタブレットを使⽤しながら⼿軽に
回答及び集計できるよう改善し、いくつかのクラスで
試験的に実施した。以下は、本年度試験的に実施したラ
イフスキルチェックの集計結果である。 

 
〜「みどり野ライフスキルチェック」の実践例〜 

本年度は 1 年次の 2 クラス（計 17 名）、3 年次の 1
クラス（4 名）の合計21 名に対し、30 項⽬のライフス
キルについて試験的に実施した。集計では、年次が進む
につれて低くなるスキル、あるいは年次に関わらず低
いスキルなど興味深い結果が得られた。ただし、1 年次
と 3 年次で⽐較する⼈数に⼤きな差があり、特に 3 年
次は⺟集団が 4 名と少ないことから、本格実施に向け
た参考の域を出ない点は考慮しなければならない。 

以下の数値は、各項⽬において、「できる」・「まあま
あできる」と回答した⽣徒の集計結果である。なお「ス
キルが⾼い・低い」の基準は概ね50%を⽬安とした。 
 

年次進⾏につれて伸びるスキル項⽬ 
1 年次・3 年次とも 0 項⽬ 

 
年次に関係なく⾼いスキル項⽬ 1 年次 3 年次 

他者への感謝を表せる 88% 100% 
素直に謝ることができる 82% 100% 
⾃分の感情を理解している 88% 75% 
怒っていても感情を抑えて相⼿と話ができる 88% 75% 
⾃分の乗り越えるべき課題を知っている 65% 100% 
⾃分の感情の変化やその原因がわかる 82% 100% 
⾃分で休みを確保できる 82% 100% 

 
年次に関係なく低いスキル項⽬ 1 年次 3 年次 

様々な職業を知っている 53% 50% 
⽋席や遅刻をしない 47% 25% 
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職業や進路先の適性を考えている 65% 50% 
⽋席は年間5 ⽇以内である 41% 0% 

 
年次進⾏につれて低くなるスキル項⽬ 1 年次 3 年次 
係や⾏事に参加している 82% 25% 
⾝だしなみを整えている 82% 50% 
⾃分の気持ちを他者に伝えられる 81% 0% 
失敗しても再び挑戦できる 65% 25% 
⾃分の間違いを許せる 94% 50% 

 
集計結果から、本校⽣徒の特⻑や課題として、 

・在学中のソフトスキルの向上が⾒られない 
・⾃分⾃⾝の感情や克服すべき課題を理解している 
・職業に関する知識に乏しく、勤労意欲も低い 
・⼀度失敗すると再挑戦する意欲が低くなる 
というケースがあるのではないかと思われる。 

次年度は、全校⽣徒を対象により細かい⽐較検討が
できるよう、実施環境を整えていきたい。いずれにして
も、⽣徒⾃⾝が何に困難を感じ、どこで躓いているのか
という実態把握を的確に⾏い、⾃律⼜は⾃⽴しようと
する意欲を⾼めるような取組を、学校全体として⽀援
（指導）していくことが重要である。 
3.3 ケース会議の充実 

⽇々変化する⽣徒の実態を教職員で共有し⽀援（指
導）⽅法を検討するため、ケース会議の実施回数を増
やすよう調整を図った。ケース会議の参加者は、担任・
年次主任・スクールカウンセラー・授業担当者・通級担
当教員・進路指導部・保健厚⽣部（特別⽀援担当）等で
あり、必要があれば参加範囲を広げる拡⼤ケース会議
という形をとることもある。1 回のケース会議は 1 ⼈
の⽣徒を対象に30 分程度で実施し、様々な⽴場からの
多⾓的な視点に基づいてケース会議の回数を重ねるこ
とにより、⼀定の成果が⾒られた。ただし、⽀援対象⽣
徒の増加もあり、当初⽬標としていた⽉ 1 回以上の実
施には⾄らず、運営⾯が次年度以降の課題となった。 
〜⽣徒Ａの実践例〜 

⽣徒Ａは⾃閉症とADHD であり、対⼈関係や家庭内
での⽇常⽣活における困難を抱えている。⽀援⽬標と
⼿⽴ては、｢⽇常⽣活で有効なコミュニケーション能⼒
を⾝に付けられるよう、様々な場⾯のシミュレーショ
ンを通じて理解すること｣である。 

⽣徒Ａの対⼈関係の問題は、「特に⾼校に⼊学してか

ら、友⼈とのコミュニケーションの中で、今まで経験し
たことのない困惑を感じる場⾯が増えた。その際、⾃分
の考え⽅がおかしいのか、相⼿に常識がないのかが⾃
分では分からない」という内容であった。そこで、スク
ールカウンセラーによる SST（ソーシャル・スキル・
トレーニング）を継続的に⾏った結果、過去のほとんど
の場⾯で⽣徒Ａは間違った判断をしておらず、相⼿側
に問題があったことが分かってきた。それと並⾏して
⽣徒A は、「⼈には様々なものの考え⽅があり、それら
を少しずつ受け⼊れる意識を持つようにする」ことを
⼼掛けるようになった。半年程度こうした SST を繰り
返したことで、現在では⽇常⽣活ではほぼ問題がない
程度に他者とのコミュニケーションがとれるようにな
っている。 
3.4 ⽀援室の環境整備 

昨年度までは、特別指導のための専⽤教室を固定的
に確保していないなど環境整備が不⼗分であったが、
本年度改善に着⼿した。まず、通級担当者など特別⽀援
を担当する教職員が常駐する⽀援室の整備を図り、通
級指導教室とした。また、通級の授業で ICT を活⽤で
きるようネットワーク環境を整備した。こうした改善
により通級指導の運営が効率化すると共に、通級指導
員の常駐により、⽣徒が都合の良い時間に⽀援室に来
て、相談したり SST を⾏ったりすることが可能になっ
た。ただし、担任との連携は必ずしも円滑であったとは
⾔えず、運⽤⾯で改善を図る必要がある。 
3.5 「模擬作業体験」や「就業体験」の充実 

本校では働く社会⼈として必要なハードスキルの向
上を⽬指して、地元の企業と連携して就業体験を実施
している。特に昨年度は、県内の就労⽀援センター（以
下、⽀援センター）と連携して、「模擬作業体験」を１
年次の全員及び他年次の希望者を対象に実施した。 

この体験では、「ピッキング（指⽰書を⾒ながら指定
された品⽬を速く正確に袋詰めをする）」、「領収書作成
（リストを⾒ながら宛名や⽇付等を速く正確に記⼊す
る）」、「電卓計算（リストを⾒ながら⾦額を計算し、所
定の⽤紙に記⼊する）」等の作業を⾏い、様々な作業能
⼒を数値化することができる。作業能⼒は、「正確性」、
「スピード」、「指⽰理解」、「集中⼒」、「報告連絡相談」
の5 項⽬を、それぞれ10 段階の数値で評価する。 

以下は参加した⼀部の⽣徒の評価を表にまとめたも
のである。 
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⽣徒 正確性 スピード 指⽰理解 集中⼒ 報連相 総合 
A 5 8 6 6 7 32 
B 6 9 8 6 6 35 
C 8 4 7 8 7 34 
D 5 5 6 6 5 27 
E 9 8 10 8 10 45 

平均 7.7 8.0 8.0 8.5 7.9 40.1 
※平均は、本校⽣徒の平均値 

この評価結果を知ることで、⽣徒⾃⾝が⾃分の得意
な分野や課題を知ったり、ハードスキルそのものの⾼
さを知ることができたりする。また、教職員にとっても
⽣徒の実態把握に⼤きく役⽴つ。作業能⼒は学⼒と必
ずしも⽐例するものではなく、教職員が漠然と予測し
ていた当該⽣徒の作業能⼒とは全く異なる評価（⾼評
価あるいは低評価）が多くみられた。 

なお、実施後は⽀援センター職員による保護者⾯談
も実施した。体験に参加した⽣徒や保護者の事後アン
ケートからは、 
・今まで気付かなかった⾃分の得意⼜は不得意なスキ

ルを知ることができた（⽣徒） 
・今後進路を選択する上で、評価表の数値を参考にした

い（⽣徒） 
・「⾃分の⼦に対する困り感」を専⾨家に相談できた（保

護者） 
・就労⽀援に関する知識が⾼まった（保護者） 
等の感想が寄せられた。また、⾯談の際には、教員から
保護者にうまく説明できない⽣徒の実態についても、
⽀援センターの職員は専⾨的な⽴場から明確に伝える
ことが可能なケースも⾒られ、保護者の⼦に対する理
解という⾯でも⼤いに役⽴った。今後もこの体験活動
を継続して実施すると共に、同じ⽣徒が継続して体験
した結果の分析等も年次進⾏で蓄積を図り、ハードス
キルの向上の変容等について調査していきたい。 
 
4 成果と課題 

昨年度から本年度にかけて、⽣徒の実態を的確に把
握し情報共有する体制の構築、⽣徒理解のための研修
会等の充実、⽣徒が⾃分を客観的に認識するためのラ
イフスキルチェック、各種体験作業の分析結果を本⼈
及び保護者と共有するなど、教職員が⽣徒の抱える困
難をできるだけ的確に把握し共有する取組は着実に前
進している。 

昨年度から実践してきた様々な⽅策の効果を上げる
ためには、周囲だけでなく⽣徒⾃⾝が⾃分の実態を把
握している必要がある。実態把握のために作成した「み
どり野ライフスキルチェック」は、本年度は少⼈数での
試⾏にとどまったが、⾼いスキル項⽬と低いスキル項
⽬を洗い出すことができたため、⾝近の弱点克服など
の指導に⽣かせることがわかった。しかし「年次進⾏に
つれて伸びるスキル項⽬」については測定できず、年次
とともに何がどのように伸びていくかを捉えるまでに
は⾄らなかったことが残念である。 

様々な課題を抱える本校⽣徒にとって、⼊学から卒
業まで⼀貫した指導が重要であると考える本校として
は、全校⽣徒を対象にしてライフスキルチェックを実
施し、過年度⽐較を踏まえた指導を⾏うことにより、こ
れまで実施してきた取組、具体的には、 
①⽣徒の実態を的確に把握し情報共有する体制の構築 
②⽣徒理解のための研修会等の充実 
③本⼈及び保護者との各種体験作業の分析結果の共有 
がより効果的になるものと確信している。 

⼀⽅、⽣徒の抱える複雑な問題の解決には、学校内の
特定の分掌や年次が個々に対応していたのでは限界が
あり、その克服が課題であると明確になった。 

その解決⽅法として、本校としては、 
・校内の各分掌組織を必要に応じて横断的に連携させ、

きめ細かく⽀援（指導）できる体制の構築を図る 
・特別⽀援学校と連携した研修等を模索し、指導上参考

になりそうな取組内容について、意⾒交換の場を設
ける 

・外部機関、特に就労⽀援施設等との連携を充実し、⽣
徒の⽀援について専⾨的な⽴場からの助⾔を得られ
るよう連携を進展させる 

等が挙げられると考えている。 
本校に在籍する全ての⽣徒が、本校卒業後も就職先

や進学先、また、地域において⾃分の⼒で⼈間関係を適
切に構築し、社会の⼀員として⽣活していけるよう、⽀
援（指導）体制の構築を継続的・計画的にさらに前進さ
せていきたい。 
 

参 考 ⽂ 献 
梅永雄⼆（2014）．『⾃⽴をかなえる！＜特別⽀援教育
＞ライフスキルトレーニングスタートブック』．明治図
書出版． 
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令和 5年度　課題研究助成要項

　今日的課題を掲げて研究実践に取り組む 30 歳以下の教職員に対して助成を行う

事業です。

1. 主催　　　　公益財団法人　日本教育公務員弘済会 富山支部

2. 助成要件

(1) 助成の趣旨

　　・今日的な課題を掲げて取り組む教育実践報告を対象とした助成を通して学

校教育の向上発展に寄与します。

　　・申請に対し、1名につき 5千円を助成します。

(2) 応募対象

　国･公･私立の幼･小･中･高･特別支援･高専等の各学校及び教育機関等並びにそ

こに勤務する 30 歳以下の教職員とします。尚、31 歳以上の新規採用教職員は、

3年次まで対象とします。

(3) 応募期間　　令和 5年 4月 3日 (月)～令和 5年 5月 31 日 (水)

　　・「課題研究助成申請書」を提出してください。

　　・「学校票」も提出願います。なお「学校票」はホームページWeb申請フォーム

に添付して提出してください。

　　・様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。

(4) スケジュール

	 令和 5年 6月下旬　教育振興事業選考委員会で応募選考を行います。

	 7 月上旬　応募選考結果を通知し助成します。

	 11 月30日　所定の様式で研究報告を提出してもらいます。

	 令和 6年 6月下旬　教育振興事業選考委員会で審査を行います。

	 8 月下旬　受賞結果を通知します。

	 10 月下旬　贈呈 (表彰 )式を開催します。

(5) 研究助成報告書提出

　　所定の様式(36・38頁参照)で令和5年11月30日(木)までに提出してください。

(6) その他

・会報「教弘とやま」と「実践報告集」に助成者名を掲載いたします。また、

優秀賞の報告書20編も「実践報告集」に掲載します。

・適正に取得した個人情報を当会の教育振興事業の運営のために利用します。

3．審査　　　教育振興事業選考委員により審査します。

　　　　　　選考委員…�学識経験者、富山県教育委員会並びに小・中学校、高校

の各校長会に選考委員を依頼します。

4．選考基準　2ページにある「選考について」の選考基準により、選考を行います。

5．奨励　　　優秀賞　 3万円 (20 件）　優良賞　1万円 (30 件）

6．送付先（問い合わせ先）	〒 939-8084 富山市西中野町1 − 1 − 18 オフィス西中野内

　　　　　　　　	 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 ℡（076)464-3703

（2023.4）

MEMO
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様式－課題研究助成 

 
 

 年  月  日

 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

                                             

 

申請者 

     所属名 

 

職 名 （      ）      第（   ）学年 

 

氏
ふり

 名
がな

              ○印（    歳） 

 

課題研究助成申請書 

下記の課題をもって研究実践に取り組みたく、助成を申請いたします。 

 

 

記 

 

研究課題            

 

 

 

 

上記申請者を課題研究助成者に推薦いたします。  

所属名 

  
所属長                  職印  

 
 

 
 
 

様式－課題研究助成  

（　　 年次）

印

［申請にあたっての注意事項］

・提出された報告書については返却しません。

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

（2023.4）
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様式－課題研究助成  
様式－課題研究助成 

 
 

 年  月  日

 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

                                             

 

申請者 

     所属名 

 

職 名 （      ）      第（   ）学年 

 

氏
ふり

 名
がな

              ○印（    歳） 

 

課題研究助成申請書 

下記の課題をもって研究実践に取り組みたく、助成を申請いたします。 

 

 

記 

 

研究課題            

 

 

 

 

上記申請者を課題研究助成者に推薦いたします。  

所属名 

  
所属長                  職印  

 
 

 
 
 

記入例－課題研究助成  

                   

 

富山県立〇〇高等学校  

 教 諭  2 

立
たて

 山
やま

   香
かおり

 28

※「ふりがな」を必ず記入してください。

  

生徒一人一人のよさを引き出す授業の工夫 
 

※「研究課題」はできるだけ簡潔にお願いします。 

 

 富山県立〇〇高等学校 

校長 富山 一郎

（2023.4）

（　　 年次）

印

※31歳以上の新規採用教職員で、3年次までの方は記入してください。

［申請にあたっての注意事項］

・提出された報告書については返却しません。

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。
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※
シ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
は『
○
○
市
・
△
△
中
・
課
題
研
□
名
』

『
学
校
票
』は
、年
２
回
提
出（
H
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
E
xc
el
シ
ー
ト
に
入
力
し
た
デ
ー
タ
）願
い
ま
す
。

■
１
回
目「
課
題
研
究
助
成
申
請
書
」の
提
出
時
　
　

■
２
回
目「
課
題
研
究
助
成
報
告
書
」の
提
出
時
　
※
変
更
が
あ
れ
ば
修
正
し
て

（2023.4）
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２
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様式－課題研究助成 

課題研究助成報告書 

(研究課題) 

1 課題設定の理由

2 研究実践

3 研究の成果

4  今後の課題

（2023.4）
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様式－課題研究助成 

課題研究助成報告書 

(研究課題) 

1 課題設定の理由

2 研究実践

3 研究の成果

4  今後の課題

記入例－課題研究助成 

A4 判 1 枚（余白は上 20 mm,下 25 mm,左右 20 mm) 
                               44  字（MS 明朝 10.5P)

（MSゴシック14Ｐ）枠で囲む

学校名・学年・職・氏名（MS明朝 10.5P） 

3

行

（MS ゴシック10.5P）
（本文は MS 明朝 10.5P 数字は半角  ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄは半角[A]）

  ・実態等 

↕ 空けない 
（MS ゴシック10.5P）

（本文は MS 明朝 10.5P 数字は半角 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄは半角[A]) 

37

行

＊図表･写真等を掲載する場合もこの 1 枚に収める。 
＊文字数、行数の多少の増減は可。

↕ 空けない 
（MS ゴシック10.5P）

（本文は MS 明朝 10.5P 数字は半角  ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄは半角[A]）

  ・解明されたこと 

↕ 空けない 
（ゴシック 10.5P）

（本文は MS 明朝 10.5P 数字は半角  ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄは半角[A]）

  ・残された問題点 

（2023.4）
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課題研究助成報告書例　＊「令和 4 年度 実践報告集」から

身体全体を使って造形活動に取り組むことで、主体的に学習する子供の育成 
－第 2 学年図画工作科「海の中の生きもの」の実践から－ 

富山市立堀川小学校・第 2 学年・教諭・長谷川 仁義 

1 課題設定の理由 
  本年度、2 年生を担任することになった。子共たちは、これまでの経験を基に学習への意欲をもちな 
がら、新しいクラスで仲間との関わりや自分の存在感を求めていこうとしている。そんな子供たちが、
身体全体を使って造形活動に取り組むことで、自分の造形への思いを深め、仲間の作品や仲間の存在
を確かに感じ、大切にしながら主体的に学習しようとしていくことを願い、本課題を設定した。 

2 研究実践  －第 2学年図画工作科「海の中の生きもの」－ 
（1）子供が身体全体を使って活動に浸ることのできる材と場の設定 
   海の中の生物は実に多様な形や色を有している。海の深度によっ   

てもその形や色は異なり、深海の生物や海洋の生物、熱帯魚等それぞ   
れが多様で特徴的な形や色をしており、子供の造形を包みこむ懐の深  
さがある。本題材では 3 階の階段から 1 階まで、階段を活動場所とし   
て設定した。第 1 時では、3 階から 1 階に向けて深い海に潜っていく 
ことを子供が実感するよう、教師はシュノーケルを身に付けながら活 
動場所を案内し、場の設定の理解を図った。また、壁面に白模造紙を 
貼り、明度を変えた青系色の共同絵の具を用意した。子供たちは海の 
深度による色遣いを工夫し、青の中に様々な色があることを体感する 
ことで色に気付いたり、活動場所としての「海」を自分のイメージで 
作り上げたりすることができた。 

N さんは、深さのある活動場所の設定から海のイメージを確かにし    
ながら、広いキャンバスに身体全体を使って色をのせた。絵を描くこ  
とに苦手意識をもっていた N さんだったが、浅い海で活動を続け、浅 
い海ならではの明度の高い海の色や鮮やかな色をもつ魚を描く活動 
に取り組む中で、水彩絵の具の出す色の違いに気付き、意欲的に色と 
関わり、色の面白さを感じることができた。このように、深海の暗い 
色を塗ったり、深海魚を描いたり、浅い海で明るい色や海洋魚を描い 
たりするなど、それぞれの造形活動が展開された。 

（2）子供が自分の願う活動に取り組むための指導・支援の工夫 
本題材では、毎回の活動後に思ったことや、次へ向けて考え始めていることをノートに書いて残

していった。子供たちは蓄積されていくノートを読み返すことで、前回の活動を振り返り、目当てを
もって活動に取り組むことができた。また、海の中の生物の図鑑を数冊置いたり、Chromebook で画
像検索をしたりした。 

Y さんは、初めはなかなか作品を作り出さず、活動場所を歩き回るだけだった。しかし Y さんのノ
ートを読んでみると、仲間の活動や作品、図鑑や画像等を見て、仲間の凄さや生き物の色、形を感じ
ていたことが分かった。そこから、Y さんは能動的に鑑賞活動をしているのだと捉え、Y さんと仲間
の作品について語り合ったり、見付けたことについて褒めたりすることを続けた。そして題材の中
盤に、教室に設置したウミウシの図鑑を手に「私ウミウシつくる」と話したのであった。それまでほ
とんど作品を作らなかった Y さんだったが、この時から休み時間も使いながら、意欲的にウミウシ
を描いていった。仲間からの刺激をもらいながら、じっくりと自分の
表したいことを考えるといった Y さんならではの取り組み方だった
と考える。このように、多くの子供が自分らしく活動を進められるた
めの材料を設置した上で、一人一人の願うことを活動中の姿やノー
ト、日々のくらしから総合的に指導・支援していく。そうすることで 
子供は自分らしい歩みで学習に取り組むことができる。 

3 研究の成果 
  ・題材の特性を生かした場の設定を工夫することで、子供は身体全体を使って主体的に造形活動に

取り組むことができる。 
・その子の願う造形活動を喚起するための指導・支援を行うことで、子供は自分らしい歩みで活動に

取り組む。また、そうした経験の積み重ねが、子供の主体性を育むと考える。 
4 今後の課題 
  ・様々な場所で子供たちは活動していた。そのため子供一人一人の活動の様子や作品づくりの過程 

等における声かけや支援のタイミングを逸することがあった。 

7ｍ 

 今日、3 階で色を混ぜて塗っていました。

多めの白と、ほんっと少しの水色と青の色を

混ぜて、水を普通より少なめで、そしたらた

だの水色のうすいものでした。今度は、青を

少しだけ足してやりたいです。そしたら、ど

うなるかな。楽しみだな。色って面白いんだ

なぁ。 

【N 児の作品の一つと 5 月 18 日（火） 

活動後のノート】 

【3 階～1 階階段を使った活動場所】 

【Y さんの作品の一部】 
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令和 5年度 教育助成要項

　校内研修の活性化及び特色ある学校づくりにかかる費用への助成を行う事業です。

1. 主催　　　　公益財団法人　日本教育公務員弘済会 富山支部

2. 助成要件

(1) 助成の趣旨

・令和 5 年度に行う校内研修や特色ある学校づくりにかかる費用への助成を

通して学校教育の向上発展に寄与します。

・申請に対し 1校につき 3万円を助成します。

(2) 応募対象

小学校、義務教育学校、特別支援学校（小学部）

(3) 応募期間　　令和 5年 4月 3日(月)～令和5年 5月 31 日(水)

(4) スケジュール

　　　令和 5年 6月下旬　　教育振興事業選考委員会で選考を行います。

　　　　　　　7月上旬　　採否の結果を通知し助成します。

　　　　　　　11 月中旬　　会報「教弘とやま」に助成を掲載します。

3. 申請について

(1)「教育助成申請書」を提出してください。

(2) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。

(3) 適正に取得した個人情報を当会の教育振興事業の運営のために利用します。

4．選考基準について

　　2ページにある「選考について」の留意事項等により、選考を行います。

5．報告について

(1) 研修内容と成果、助成金の主な使途についての報告を提出してください。

(2) 領収書 ( コピー可 ) も必ず添付してください。尚、領収書は助成額以上とな

るようお願いします。

(3) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。また、

成果資料等があれば添付してください。

6．報告の提出日　令和 6年 2月 29 日 (木) までに提出してください。

7．送付先（問い合わせ先）	〒 939-8084 富山市西中野町1 − 1 − 18 オフィス西中野内

　　　　　　　　	 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 ℡（076)464-3703

（2023.4）
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様式－教育助成 
 

年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長  様 

 

申請者   〒 

所在地 

    ℡ （   ）   － 

                      学校名 

校長名              職印  

教育助成申請書 

下記のように研修を行うに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、ここに申請 

いたします。 

研修テーマ 

研修にかかる教材・教具等とその費用 

 

 

 

      
 

（2023.4）

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

職印

使

用

計

画

・

概

要
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様式－教育助成 
 

年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長  様 

 

申請者   〒 

所在地 

    ℡ （   ）   － 

                      学校名 

校長名              職印  

教育助成申請書 

下記のように研修を行うに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、ここに申請 

いたします。 

研修テーマ 

研修にかかる教材・教具等とその費用 

 

 

 

      
 

記入例－教育助成 

 938-△△△△

 黒部市〇〇町△△ 

 0765 △△ △△△△ 

                     黒部市立〇〇小学校 

   

校長 射水 一郎   

 主体的に学習に取り組み、共に高め合う子供の育成 

・ホワイトボード 1 枚 △△△円   ・講師謝金 △△△円 

・〇〇学習教材 △△△円

 

・〇〇を活用し、〇〇学習の活動に役立てる。 
・〇〇するために使用する。 等 

※助成の対象にならないもの
　・研修に直接関係がない品物など。
※児童・生徒が使用する場合は、汎用性のある機器（デジタルカメラ・ビデオカメラ等）
　であっても助成対象となります。

 

 

（2023.4）

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

職印

使

用

計

画

・

概

要
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様式－教育助成 

教育助成報告書 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 
学校名 

                    
                 校長名

連絡先（TEL）

                 職印 
          

 

   

       

  

 
下記のとおり「領収書」を添えて報告します。 

実践研修テーマ 

 

 

現状（課題）とテーマ設定の理由 

 

 

 

 

実施期間

研修内容と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成金の主な使途 

 
 
 

 

（2023.4）

職印
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記入例－教育助成

若手教職員の指導力向上を・・・・・・・・・・・ 

今年度は、昨年度の研修を・・・・・・・・・・・ 

令和５年４月１日～令和６年３月３１日

（1） 研修内容 

・ 

・

 （2） 成果 

  ・ 

  ・ 

・〇〇制作費 ・講師謝金 等    計 △△△円 

〈添付書類〉・領収書（コピー可）を別紙（A4用紙等）に貼付してください。

黒部市立○○小学校

校長　射水　一郎

０７６－○○○ー○○○○

様式－教育助成 

教育助成報告書 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 
学校名 

                    
                 校長名

連絡先（TEL）

                 職印 
          

 

   

       

  

 
下記のとおり「領収書」を添えて報告します。 

実践研修テーマ 

 

 

現状（課題）とテーマ設定の理由 

 

 

 

 

実施期間

研修内容と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成金の主な使途 

 
 
 

 

（2023.4）

職印
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教育助成報告書例

 

(2022.4) 

【保健体育科の授業の様子】 

【理科の授業の様子】 

【講師を招いた校内研修】 

様式－教育助成 

教育助成報告書 

令和４年１２月１２日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 
学校名   富山市立藤ノ木中学校 
校長名    鍋 田  敬 一  職印 

下記のとおり「領収書」を添えて報告します。 

実践研修テーマ    

確かな学力の定着と互いに認め合う心をはぐくむ生徒の育成 

            －主体的・対話的で深い学びをめざして－ 

現状（課題）とテーマ設定の理由 

 本校では「確かな学力の定着」に課題が見られるため、今年度は授業力の向上を目指し、

校内研修を行った。学校訪問研修、各種公開授業研修（富山市教育センター主催初任者授

業研修や２年次授業研修、中学校教育研究協議会東部地区大会理科部会）に向けた校内授

業研修（互見授業研修）、講師を招聘した校内授業研修を中心に、授業の具体的な場面を捉

えた研修を進めることとした。 

研修内容と成果 

(1) 研修内容 

 視点１ 生徒の学習意欲を高める課題設定 

 視点２ 学びを深める手立ての工夫 

(2) 成果 

①「課題」「確認」「振り返り」のマグネットシートを全授業で

共通して使用している。生徒が考えたくなる課題を設定した

り、授業での学びを自覚させる時間を確保したりする意識が

高まった。 

②生徒が自分の考えを客観的に捉え、表現する手立てを工夫し

ている。例えば、理科の実験場面において現象をモデルで表

現したり、保健体育科の球技の試合後には、作戦盤を用いて

自分たちの動きを確認し、作戦を立てたりした。考えたくな

る課題を意図的に設定し、タイミングを見計らって話合いの

場を設けることで、生徒の学びに新たな気付きや深まりが生 

まれた。 

③講師を招聘した校内研修では、講演前に講師と校内の教員が

提案授業を参観したことで、授業の具体的な場面で共通理解

を図りながら講演を聴くことができた。「各教科における思考

力・判断力を鍛える授業づくり」の演題で講演をいただき、

生徒が「これならやれそう」「やってみたい」と思う学習課題

や学習活動をどう設定していくか学ぶことができた。普段の

授業づくりに対する意識の変化が見られた。                      

助成金の主な使途 

 講師謝金３万円（講師：福井大学教育学部言語教育講座国語教育学准教授萩中奈穂美先生） 
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令和 5年度 現職研修助成要項

　学校経営の一翼を担い、学習指導や生徒指導等に今日的な課題を掲げて研修に取

り組む団体及びグループからの申請に対して、事業規模と内容に応じて助成する事

業です。

1. 主催　　　　公益財団法人　日本教育公務員弘済会　富山支部

2. 助成要件

(1) 助成の趣旨

　富山県の教育関係団体及び教育研究団体が令和 5 年度に行う、有益な研修を対

象として助成することで学校教育の向上発展に寄与します。

　　申請に対し 1件につき 3万円を助成します。

(2) 応募対象

　　教育関係団体及び教育研究団体

①　応募者が計画の推進に責任を持ち、助成金の管理及び報告を行うことを条

件とします。

②　1年間 (4 月 1 日から 3月 31 日）で完了する研究・活動等とします。

(3) 応募期間　　令和 5年 4月 3日(月)～令和 5 年 5月 31 日(水)

(4) スケジュール

　　　　 令和 5年 5月下旬　　教育振興事業選考委員会で選考を行います。

　　　　　　　　　7月上旬　　採否の結果を通知し助成します。

　　　　 　　　　11 月中旬　　会報「教弘とやま」に助成一覧を掲載します。

3. 申請について

(1) 「現職研修助成申請書」を計画資料と団体 (グループ)の規約を添えて提出して

ください。

(2) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。

(3) 適正に取得した個人情報を当会の教育振興事業の運営のために利用します。

4．選考基準について

　　2ページにある「選考について」の留意事項等により、選考を行います。

5．報告について

(1) 研修内容と成果、助成金の主な使途についての報告を提出してください。

(2) 領収書 (コピー可 )も提出してください。尚、領収書は助成額以上となるよう

お願いします。

(3) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。また、成

果資料等があれば添付してください。

6．報告の提出日　令和 6年 2月 29 日(木)までに提出してください。

7．送付先（問い合わせ先）	〒 939-8084 富山市西中野町1 − 1 − 18 オフィス西中野内

　　　　　　　　	 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 ℡（076)464-3703

（2023.4）
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様式－現職研修助成 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

                                            

申請者   〒 

所在地 

団体名又はグループ名 

 

℡（    ）  －    

代表者 職 名 

 

      氏 名            印  
 

現職研修助成申請書 

下記のように研修事業を展開するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙計画

資料を添えて申請いたします。 

 

記 

１．事 業 名 

２．開催期日 

３．主催者名 

４．後援者名 

５．参加者数及び内訳  

 ６．助成金（３万円）の主な内訳

※飲食費は認められません。

７．総事業費 

８．計画資料（別紙） 

９．組織規約（別紙） 

 

弘済会受付 合  議 決定助成額と助成期日 

     
 

（2023.4）

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

職印
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様式－現職研修助成 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

                                            

申請者   〒 

所在地 

団体名又はグループ名 

 

℡（    ）  －    

代表者 職 名 

 

      氏 名            印  
 

現職研修助成申請書 

下記のように研修事業を展開するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙計画

資料を添えて申請いたします。 

 

記 

１．事 業 名 

２．開催期日 

３．主催者名 

４．後援者名 

５．参加者数及び内訳  

 ６．助成金（３万円）の主な内訳

※飲食費は認められません。

７．総事業費 

８．計画資料（別紙） 

９．組織規約（別紙） 

 

弘済会受付 合  議 決定助成額と助成期日 

     
 

記入例－現職研修助成 

                                   

   932-△△△△

  南砺市〇〇町△△ 

   〇〇中学校区小中連携推進研究会 

 0766   △△ 　 △△△△  

  会長、委員長、代表等       

※「校長」とはなりません 
    氷見 一郎

〇〇中学校区小中連携推進事業 

令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月  

〇〇中学校区小中連携推進研究会 

特になし 

 △△名(〇〇中△名、〇〇小△名、〇〇小△名、〇〇小△名) 

資料作成　〇〇〇〇円

△△△円 

 

（2023.4）

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

職印
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様式－現職研修助成 

現職研修助成報告書 

    年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

所在地 

団体名 

     代表者 職 名 

連絡先（TEL）

                             氏 名                    印 

下記のとおり領収書を添えて報告します。 

事 業 名 
 

開 催 期 日  

助 成 金 額                          

 

 

 

 

 

 

研修内容と

成 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 成 金 の 

使 途 明 細 

 

 

 

 

（計        円） 

（2023.4）

団体名又はグループ名

職印
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記入例－現職研修助成

南砺市〇〇町△△

〇〇中学校区小中連携推進研究会

０７６６－○○ー○○○○

会長 

氷見 一郎

〇〇中学校区小中連携推進事業

令和 5年△月～令和 6年△月

△△△円

1 研修内容 

2 成果 

 ・学習規律の接続を図ったり…………………… 

・小・中学校相互の授業参観及び研究会への参加…………今後、連携の在り方について

一層の工夫が必要である。

・講師謝金　　　△△△円 

・会場使用料　　△△△円 

△△△

〈添付書類〉 ・領収書（コピー可）別紙（A4用紙等）に貼付してください。 

           ・成果資料「研究会資料」等 

様式－現職研修助成 

現職研修助成報告書 

    年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

所在地 

団体名 

     代表者 職 名 

連絡先（TEL）

                             氏 名                    印 

下記のとおり領収書を添えて報告します。 

事 業 名 
 

開 催 期 日  

助 成 金 額                          

 

 

 

 

 

 

研修内容と

成 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 成 金 の 

使 途 明 細 

 

 

 

 

（計        円） 

（2023.4）

団体名又はグループ名

職印
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情報の窓Ⅱ

令和 4年度『教弘とやま』第130号

令和 4年10月15日発行

ふたばちゃん



教育文化事業

　文化振興助成

　文化講演会「富山の魅力発見講座」
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令和 5年度 文化振興助成要項

　青少年の健全な育成を目的とした、文化・芸術・スポーツの振興に資する事業、

並びにこれに準ずると認められる事業の展開にあたる教育関係団体等からの申請に

対して、事業規模と内容に応じて助成する事業です。

1. 主催　　　　公益財団法人　日本教育公務員弘済会富山支部

2. 助成要件

(1) 助成の趣旨

・富山県の教育関係団体等が令和 5 年度に行う青少年の健全な育成を目的とし

た、文化・芸術・スポーツの振興に資する有益な事業を対象とした助成を通

して学校教育の向上発展に寄与します。

・申請に対し 1 件につき 5万円程度を助成します。

(2) 助成の対象にならないもの

　① 営利目的、または営利につながる可能性の大きいもの

　② 他の機関からの委託によるもの

　③ 既に終了しているもの

(3) 応募対象

　　教育関係団体等（学校、非営利団体、グループ）

① 応募者が計画の推進に責任を持ち、助成金の管理及び報告を行うことを条 

　 件とします。

② 1 年間 (4 月 1 日から 3月 31 日 ) で完了する研究・活動等とします。

(4) 応募期間 令和 5年 4月 3日（月）～令和 5年 5月 31 日 (水)

(5) スケジュール

　　　　　　令和 5年 6月下旬　教育振興事業選考委員会で選考を行います。

　　　　　　　　　　 7月上旬　採否の結果を通知し助成します。

　　　　　　　　　　11 月中旬　会報「教弘とやま」に助成一覧を掲載します。

3. 申請について

(1)「文化振興助成申請書」を計画資料と団体の規約を添えて提出しください。

(2) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。

(3) 適正に取得した個人情報を当会の教育振興事業の運営のために利用します。

4．選考基準について

　　2ページにある「選考について」の留意事項等により、選考を行います。

5．報告について

(1) 活動内容と成果、助成金の主な使途についての報告を提出してください。

(2) 領収書 ( コピー可 ) も必ず添付してください。尚、領収書は助成額以上となる

ようお願いします。

(3) 様式は弘済会富山支部ホームページからダウンロードしてください。また、成

果資料等があれば添付してください。

6．報告の提出日　令和 6年 2月 29 日 (木) までに提出してください。

7．送付先（問い合わせ先）	〒 939-8084 富山市西中野町1 − 1 − 18 オフィス西中野内

　　　　　　　　	 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 ℡（076)464-3703

（2023.4）
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様式－文化振興助成 
 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

                                             

申請者 

         〒 

住 所 

 

団体名 

 

℡（    ）  －  

代表者 職 名  
   

氏 名            印  

 

文化振興助成申請書 

下記のように文化事業を展開するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙計画

資料を添えて申請いたします。 

記 

1．事 業 名 

2．開催期日 

3．主催者名 

4．後援者名 

5．参加者数及び内訳 

6．総事業費 

7．計画資料（別紙） 

8．組織規約（別紙） 

 

 

（2023.4）
 

様式－教育研究大会助成 

  年  月  日 
公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

申請者   〒 

所在地 

団体名 

    ℡ （   ）   － 

代表者 

職 名 

氏 名                印 
 

教育研究大会助成申請書 

 

下記のように研究大会を開催するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙 

「計画資料」を添えて申請いたします。 

 

記 

１．大 会 名 

２．開催期日 

３．主催者名 

４．後援者名 

５．参加者数  （     ）名   主催スタッフ（     ）名 

６．大会費用 

７．計画資料（別紙） 

 

 
 

弘済会受付 合   議 決定支給額と支給期日 

   

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。

小学校
・地域のゲストティーチャーと活動するクラブ活動

・ふるさと大好き“ふるさと学習”

・豊かな体験活動で学ぶ心を育てる

中学校
・生徒会活動で地域にアタック

・外部講師に学び、国際感覚を育てる

高等学校
・地域に根ざしたSDGsの取り組み

文化振興助成の活動［例］
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様式－文化振興助成 
 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

                                             

申請者 

         〒 

住 所 

 

団体名 

 

℡（    ）  －  

代表者 職 名  
   

氏 名            印  

 

文化振興助成申請書 

下記のように文化事業を展開するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙計画

資料を添えて申請いたします。 

記 

1．事 業 名 

2．開催期日 

3．主催者名 

4．後援者名 

5．参加者数及び内訳 

6．総事業費 

7．計画資料（別紙） 

8．組織規約（別紙） 

 

 

（2023.4）
 

様式－教育研究大会助成 

  年  月  日 
公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

申請者   〒 

所在地 

団体名 

    ℡ （   ）   － 

代表者 

職 名 

氏 名                印 
 

教育研究大会助成申請書 

 

下記のように研究大会を開催するに当たり、その目的達成のため助成いただきたく、別紙 

「計画資料」を添えて申請いたします。 

 

記 

１．大 会 名 

２．開催期日 

３．主催者名 

４．後援者名 

５．参加者数  （     ）名   主催スタッフ（     ）名 

６．大会費用 

７．計画資料（別紙） 

 

 
 

弘済会受付 合   議 決定支給額と支給期日 

   

記入例－文化振興助成

933-△△△△

 第△△回  〇〇展覧会

令和 5年△△月△△日(木)～△△月△△日(月)

高岡〇〇教育文化研究会

富山県小中〇〇研究会　　　※ない場合は「なし」と記入

1,000 名(教職員 100 名、児童生徒 300 名、保護者 600 名)

△△△円

※学校の場合は、「学校要覧」のコピー等（組織が分かるもの）

※様式は自由（①活動内容②経費内訳が分かるもの）

高岡市〇〇-△

高岡〇〇教育文化研究会 

0765  33  0000 

会長

入善 一郎

［個人情報の取扱いについて］

・公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部（以下当会という）は、適正に取得した個人情報を当会の教育振興事

業の運営のために利用します。

・当会の個人情報保護については、当会のホームページをご覧ください。
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様式－文化振興助成 

文化振興助成報告書 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

所在地 

団体名 

    代表者 職 名 

連絡先（TEL）

                             氏 名                    印 

下記のとおり領収書を添えて報告します。 

事 業 名 
 

開 催 期 日  

助 成 金 額                          

 

 

 

 

 

 

活動内容と

成 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 成 金 の 

使 途 明 細 

 

 

 

 

（計        円） 

 

（2023.4）
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様式－文化振興助成 

文化振興助成報告書 

  年  月  日 

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部長 様 

 

所在地 

団体名 

    代表者 職 名 

連絡先（TEL）

                             氏 名                    印 

下記のとおり領収書を添えて報告します。 

事 業 名 
 

開 催 期 日  

助 成 金 額                          

 

 

 

 

 

 

活動内容と

成 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 成 金 の 

使 途 明 細 

 

 

 

 

（計        円） 

 

記入例－文化振興助成

高岡市〇〇-△

高岡〇〇教育文化研究会

会 長

入 善 一郎

０７６６－○○－○○○○

第△△回  〇〇展覧会 

令和 5年△△月△△日(木)～△△月△△日(月)

△△△円 

1. 活動内容 

(1) 

(2) 

(3) 

2. 成果 

・ 

・ 

・会場費 △△△円 

・表彰盾 △△△円 

△△△

〈添付書類〉 ・領収書（コピー可）別紙（A4用紙等）に貼付してください。 

           ・成果資料「活動のまとめ」等 

（2023.4）
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講師：米原　　寛  氏（元富山県立博物館長）
講師：能作　千春  氏（産業観光部長）
講師：川田　直子  氏（元ディズニーキャスト）

講師：原井紗友里  氏（八尾の若女将）
講師：川田　直子  氏（元ディズニーキャスト）

無料



講師：米原　　寛  氏（元富山県立博物館長）
講師：能作　千春  氏（産業観光部長）
講師：川田　直子  氏（元ディズニーキャスト）

講師：原井紗友里  氏（八尾の若女将）
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令和 5年度 貸与奨学生募集要項

　勉学意欲がありながら経済的理由により修学困難な学生に対し奨学金を貸与

する事業です。

1. 募集対象　 大学院、大学、短期大学、高等専門学校（第 4学年以上）

　　　　　　　及び専修学校専門課程に入学または在学者

2. 募集人数　 若干名

3. 貸与金額　 4年制大学　 　1 0 0 万円

　　　　　　　短大（2年制）　　 5 0 万円

　＊修業期間 1年につき 25 万円を 1人 1 0 0 万円を限度に無利息で貸与します。

【貸与例】

・ 4年制大学の 2年生に貸与した場合 (残存修業期間は 2～ 4年生の 3年間 )

　　　　　25 万円× 3年間＝ 75 万円まで貸与可能

・ 2 年制短期大学卒業後 4 年制大学の 3 年生に編入した場合（残存修業期間は 3 ～ 4

年生の 2年間）

　　　　　25 万円× 2年間＝ 50 万円まで貸与可能

・ 4年制大学で 2 年生の時に 75 万円を貸与した奨学生が、大学院修士課程に進学し

た場合　�すでに 75 万円貸与しているので、貸与上限 100 万円－ 75 万円＝ 25 万円

まで貸与可能

4. 貸与方法　　一括貸与します。（6月下旬の予定）

5. 返還方法　　卒業した年の 12 月から 10 年にわたる分割返済です。

　　　　　　 　　（1 0 0 万円未満は 8年分割返済）

　　　　　　 　＊大学院に進んだ場合は、返済延期手続きは可能です。

　　　　　　 　＊年賦返済金が延滞したときは、延滞金を徴収します。

6. 申込期間　　令和 5年 2月 21 日 (火) ～令和 5年 4月 28 日 (金) までです。

7. 申込方法　　本会事務局へ電話でお申し出ください。

　　　　　　 　その後、「貸与奨学金申込書」を提出してください。

［添付書類］申込書のほか、以下の書類が必要です。あらかじめご準備ください。

　　　　　・収入に関する証明書 [源泉徴収票又は市町村の所得証明書 (コピー可 )]

　　　　　・在学証明書 [原本 ]

8. その他

・債務者は奨学生本人です。連帯保証人は保護者等とし連帯債務を負います。

・申請書類には、奨学生本人と親権者のそれぞれの自署捺印が必要です。

・同一筆跡の場合は受理できませんのでご注意ください。

9. 選考と決定　教育振興選考委員会で審査のうえ、決定します。

10．送付先（問い合わせ先）	〒 939-8084 富山市西中野町1 − 1 − 18 オフィス西中野内

　　　　　　　　	 公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 ℡（076)464-3703

（2023.4）
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公益財団法人日本教育公務員弘済会理事長　様

　　　　　　　　弘済会富山支部　支部長　様

（2023.4）
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令和 5年度 給付奨学生募集要項 

1. 応募資格

　富山県の高等学校（特別支援学校の高等部を含む）に在籍する第 3学年の生徒とし、

修学意欲がありながら、学資金の支払いが特に困難である者。

2. 推薦の条件

 （1）家庭の事情で経済的援助が特に必要であること。

 （2）向学心に富み学業に耐えうる者であること。

 （3）生徒会活動（部活動も含む）に意欲的な者であること。

  ＊ 他の奨学金との併給も可。

3. 奨学金給付の内容

 （1）給付金額  奨学生一人に対し 10 万円を給付します。

 （2）募集人数  40 名

4. 応募の手続き

 （1）提出書類

 　　　　①給付奨学生申請書・・・・・・・・・・・・・・（給奨学様式 1）

 　　　　②高等学校等給付奨学生推薦書（学校用）・・・・（給奨学様式 2）

 　　　　③成績証明書・・・・・・・・・・・・学校の様式で厳封したもの

 （2）応募期間   令和 5年 4月 3日（月）～令和 5年 5月 31 日（水）（必着）

 （3）書類提出先

　　　〒 939-8084 富山市西中野町 1 − 1 − 18  オフィス中野内

　　　　　　　　　公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 宛

　　　　　　　　　　　　　TEL  076-464-3703      FAX 076-464-9818

　＊個人情報保護との関わりもありますので、取扱・送付に十分ご配慮願います。

5. 奨学生の選考

  富山支部の教育振興事業選考委員会の選考を経て、支部長が推薦し本部理事長が決

定した結果を、学校長経由で本人へ通知します。

6. 給付金交付

　給付金は、学校長より生徒本人（親権者同伴）に手交します。

7. 成果報告書の提出

　奨学金の給付を受けた者は給付後 1月末日まで、学校を通して給付奨学生成果報告

書（給奨学様式 3）を富山支部長に提出することとします。

8. 奨学金の返還

　奨学生が、次の事項のいずれかに該当したときには、ただちに給付金を返還するも

のとします。

 （1）休学または退学したとき

 （2）奨学生としてふさわしくない行為のあったとき
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※                                       （給奨学様式１） 

 

 

令和  年  月  日 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会 

理事長 岩田 將之 様 

富山支部 支部長 青木 正邦 様 

 

 

貴会募集の高等学校等給付奨学生としてご採用いただきたく、申請します。 

また、下記「個人情報の取扱いについて」の事項を確認し了承しました。 
 
 

生
徒 

 日 月 年 生 別 性  ナガリフ

氏 名  ㊞   男 ・ 女 平成    年   月   日 （満   歳） 

学校名 

高等学校 

高等専門学校 

専修学校高等課程 

その他 

全日・定時・通信・ 

専科・別科・他 令和   年 入学 

令和   年 卒業見込 学年  

親
権
者 

フリガナ  性 別 

氏 名   ㊞    男 ・ 女 

現住所 
 〒 

ＴＥＬ     （     ） 

給付申請 
金額 

 他のそ 

所得証明書（前年分の源泉徴収票「写」、確定 

申告「写」または納税証明書等）の提出をして 

いただく場合があります。 

備 考 

 
 

（注）   1. 生徒欄は奨学生本人が自署してください。 

3. 備考欄には、申請に当たっての特別な事情があれば記入してください。

2. 親権者欄は親権者本人が自署してください。なお、申請時の年齢が18歳以上の場合、身元保証人について

記入してください。

 

4. 「個人情報の取扱いについて」 

 ●当会は、適正に取得した個人情報を当会の奨学事業の運営のために利用します。 

 ●当会の個人情報の取扱いについては、当会ホームページ（https://www.nikkyoko.or.jp）をご覧ください。 

 

※印欄は記入しないでください。 

 

決定番号       

決定 

年月日 
令和     年    月    日 給付奨学生申請書 

（2023.4）
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 給奨学様式２  

 

                    年   月   日 

 

 
 

   高等学校等給付奨学生推薦書（学校用） 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会  
理事長 岩 田 將 之 様 

富山支部 支部長 青 木 正 邦 様 

学校名                 

校長名              職印 

下記の生徒を貴会の高等学校等給付奨学生として推薦します。 

※申請時の年齢が18歳以上の場合、身元保証人について記入してください。

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

学 年 第 ３ 学 年 

氏 名     

住 所     

親権者氏名 ※     

推 薦 理 由 

(経済的援助が特に

必要である理由を

中心に記載してく

ださい） 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

他の奨学金（給付）の有無 有（              ）   無 

生徒会活動 

（部活動） 

  

 

 

 

 

担当者 職名・氏名 

職  名 担 当 者 氏 名 

    

 
電話番号：(   )   － 

推 薦 区 分  
 

 
指 定 枠 特 別 枠 
 

 

 

 

＊指定枠・特別枠の 
 いずれかに○を付けてください。 

（2023.4）

職印
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※記入しないでください 

 給奨学様式３  

 

給付奨学生成果報告書 

令和   年   月  

公益財団法人 日本教育公務員弘済会  
理事長 岩 田 將 之 様 

富山支部 支部長 青 木 正 邦 様 

フリガナ 

学生 

住所 

〒 

奨学生氏名 

                印 

TEL    （    ） 

学校名 

            高等学校 

            高等専門学校 

            支援学校 

            その他 

奨学金の主な使途 
給付金額 

１０万円 

(例)学習教材費 10 万円等 

学習成果報告（400 文字程度） 
※奨学金の使途、今後の進路（予定）、抱負などについてご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校を通して公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部に１月末日まで提出してください。 

ご報告いただいた内容は広報誌やＨＰで公開させていただくことがあります。 

給付 

決定番号 
  

（2023.4）
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令和 5年度 大学給付奨学生（予約型）募集要項 

1. 応募資格 

富山県の高等学校等に在籍する第３学年の生徒で、修学意欲がありながら学資金の支払いが特

に困難と認められる者。 

2. 求める学生像 

      将来、社会の発展に貢献したいという高い志のもと、自らの夢や目標を明確にもち、その実現

に向け学び続ける者。 

3. 推薦の条件 次の全ての要件を満たすこと 

（１） 県内高等学校等の最終学年又は高等専門学校第３学年に在学し、全国の国公私立大学（通

信教育の学部・課程、短期大学、大学校は対象外）に進学を目指す生徒であること。 

（２） 家庭の事情により学費支弁困難（同一生計の収入合計金額４００万円未満）と認められ、

かつ修学意欲に富み、かつ学業を継続できると在学する高等学校等の校長の推薦を受けた

生徒（１校１名まで）であること。 

（３） 在学期間における全体の学習成績の状況（評定平均値）が４.０以上の生徒、又は特別

支援学校高等部にあっては、校長が同程度の学力があると認める生徒であること。 

 4. 奨学金給付の内容 

（１）給付金額   奨学生一人に対し月額３万円を給付します。（年４回振込、上限４年間）

（２）募集人数   ４名  

（３）実施期間  令和５年度大学入学生から令和８年度大学入学生までの４年間実施 

5. 応募の手続き 

（１）提出書類 ① 大学給付奨学生（予約型）申請書 ② 申請者情報及び身元保証人確認書 

③ 個人情報の取扱いに関する同意書 ④ 世帯全員の所得証明書 

 ⑤ 大学給付奨学生（予約型）推薦書 ⑥ 成績証明書 ※⑤⑥は学校作成 

 

（２）応募期間 令和５年８月１日（火）～令和５年９月１５日（金）必着 

（３）書類提出先 

〒939-8084 富山市西中野町 1-1-18 オフィス西中野内 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会富山支部 宛 

TEL 076-464-3703    FAX 076-464-9818 

弘済会富山支部ホームページを参照願います。 

 6. 奨学生の選考 

富山支部の選考委員の第１次選考（書類選考）、第２次選考（面接選考）を経て日本教育公務

員弘済会理事長が奨学生内定者を選定し、高等学校等を通じて生徒本人に採用内定通知書を手交

します。 

 7. 奨学生の採用決定 

入学１年目の４月２０日までに奨学生内定者が提出すべき書類（進学した大学の在学証明書、

誓約書、振込依頼書）を提出した後、採用決定通知書が送付されます。
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（2023.4）
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1 
 

(給奨学様式４) 

大学給付奨学生（予約型）推薦書 
令和  年  月  日 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会 理事長 様 

学校名                 

校長名            公印        

  下記の生徒を貴会の大学給付奨学生として推薦いたします。 
 

記 
推薦する生徒 
フリガナ  

学年 
第  学年 

（      年次）

（   年度入学生）
名前  

 
推薦理由 
１．在学期間における全体の学習成績の状況（評定平均値）について 
 
 
※高等学校における直近までの成績証明書を添付すること 
２．学業面・生活態度について 
 
 
 
 
 
３．本人の学校内外の活動(特別活動、部活動、ボランティア活動、取得資格、検定等)について 
 
 
 
 
 
４．その他特記事項等（家計状況等）について（記載は任意） 
 
 
 
 
 
※ 上記２から４について、１枚に収まらない場合は裏面に記載することも可 



［ 福 祉 事 業 ］

・教弘保険加入者特典のいろいろ

・受給申請書

よつば先生とその仲間たち
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□ □

預金
種目

フリ
ガナ

（送付先） 「申請について」
〒939-8084 富山市西中野町1-1-18（オフィス西中野内）
公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部   宛

申請書は、事由発生より１年以内に左記へ送付願います。

申請は「事由発生時」「申請時」ともに給付・補助の対象である

者とし、月末で締め、審査の上翌月10日に送金します。

この申請書は、当会ホームページからダウンロードできます。

「個人情報の取り扱いについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は当会の福祉事業の運営のために利用します。

当会の個人情報の取り扱いについては、当会ホームページをご覧ください。

事
務
局
使
用
欄

弘済会受付 福祉事業対象者確認 決定支給額

円

出張所

営業部

口座
名義

北陸銀行

本店・支店

普通

金融機関名 支店名（いずれかに○） 口座番号（右詰でお願いします）

証　　明　　欄
上記記載事項を証明します。

年　　　月　　　日 学 校 （ 所 属 ） 名
職印

学 校 （ 所 属 ） 長 名

□ 家 族 弔 慰

死亡年月日 死亡者氏名
会葬御礼状（写し可）

又は
所属長の証明印（ 西 暦 ） 年 月 日

 (続柄  　　　　)

□ 結 婚 祝

結婚年月日 申請者旧氏名
戸籍謄本（写し可）

又は
所属長の証明印（ 西 暦 ） 年 月 日

ドック・健診の
領 収 書（写し可）（ 西 暦 ） 年 月 日

類書付添目　　　　　　　　　　　科名業事

 (続柄  　　　　)

□
健 康 増 進
補 助

受診年月日 受診医療機関名

所
属
長
の
証
明
印
は
不
要
で
す

（ 西 暦 ） 年 月 日
（第　　子）

□ 入 学 祝

入学年月 入学者名 入学学校名 ①学生証コピー
（6月末までの申請に限る）

②在学証明書
（発行日から3か月以内・写し可）

（ 西 暦 ） 年 月

事 業 名 科　　　　　　　　　　　目 添付書類

□ 出 産 祝

出生年月日 出生児名
母子手帳の

生届出済証明
記載ﾍﾟｰｼﾞの写し

現
 

職

再
任
用

退
職
者職員ｺｰﾄﾞ 住 所

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部 様
申 請 日  　 　　年        月        日

 ＜会員区分＞

□ 勤務先 申請者名 （　　　　歳）

令和5（2023）年度　受給申請書

※令和6（2024）年度より健康増進補助の変更を予定しております。

（2023.4）



公益財団法人 日本教育公務員弘済会　富山支部
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夢ひろがる子どもたちのた
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令和５年度版

教育振興事業のご案内
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